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を有していることを明らかにしている。 
 総括では、得られた主要な成果とその意義をまとめている。 











行することを見出している。さらに、H-NMR 測定により、本反応が SN2 型の反応機構を経て進行しているこ
とを明らかにしている。本反応は、極性の低いヘキサン溶媒中でのフッ素とアルミニウムの強い相互作用を巧
みに活用することにより達成されたものである。 
⑶ フッ化アルキルとヘテロ原子官能基を有するマグネシウム試薬との反応により、フッ化アルキルの (sp3)C-F
結合が (sp3)C-X（X＝I、SR、SeR、TeR）結合に効率よく変換されることを見出している。また、本反応が
SN2 型の反応機構を経て進行することを明らかにしている。さらに、類似のヨウ化、臭化および塩化アルキル
の反応性を比較することにより、本反応がフッ化アルキルに対して高い官能基選択性を有していることを明ら
かにしている。 
 以上のように、本研究は、結合エネルギーが大きい炭素－フッ素結合の選択的切断とその応用反応の開発を目的と
して行われたものであり、フッ素へのルイス酸の配位を巧みに活用することにより、従来法では困難とされていた興
味ある反応が見出されている。得られた成果は有機化学、有機金属化学およびヘテロ原子化学の発展に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
